
コロンビア月例報告（１月分） 

 

外交・内政状況 

２０１７年２月 

在コロンビア日本国大使館 

E-mail：info@ba.mofa.go.jp 

I 概要 

【内政】 

●１１日 ＦＡＲＣ支援団体の登録承認 

●１６日 新行政監察庁長官の就任 

●１６日 臨時国会の開会 

●１８日 ＥＬＮとの和平交渉開始予定日の発表 

●２１日 汚職対策の強化 

 

【外交】 

●９日 ベネズエラによるコロンビアに対する抗議 

●１２日 イベロアメリカ・サミット事務局のグアテマラへの引き継ぎ 

●１３日 シュタインマイヤー・ドイツ外相の当国訪問 

●１８～１９日 サントス大統領の世界経済フォーラム出席（於：スイス） 

●１９日 オルギン外相のエクアドル訪問 

●２０日 オルギン外相のペルー訪問 

●２２～２４日 オランド・フランス大統領の当国訪問 

●２４～２５日 オルギン外相の第５回ＣＥＬＡＣ首脳会合出席（於：ドミニカ（共）） 

●２６日 ベネズエラによるコロンビアに対する抗議 

●２７日 サントス大統領のペルー訪問 

●３１日 オルギン外相のＵＮＡＳＵＲ臨時外相会合出席（於：エクアドル） 

●３１日 バコバ・ユネスコ事務局長の当国訪問 

 

Ⅱ 本文 

【内政】 

１ ＦＡＲＣ支援団体の登録承認 

 １１日，和平プロセスにおいてＦＡＲＣを支援するための市民団体「平和の声」(Voces de 

Paz)の登録申請が，全国選挙評議会（ＣＮＥ）により承認された。同団体は，政党交付金

を受けることはできず，ＦＡＲＣの正式な政党が結成された際には解散することとなって

いる。 

 



２ 新行政監察庁長官の就任 

 １６日，フェルナンド・カリージョ新行政監察庁長官が就任した。 

 

３ 臨時国会の開会 

 １６日，臨時国会が開会した。和平合意実施関連法案のうち，特別司法制度を設定する

ための法案等の審議が開始された。 

 

４ ＥＬＮとの和平交渉開始予定日の発表 

 １３～１８日，エクアドルにおいてコロンビア政府とＥＬＮが協議し，１８日，２月７

日にコロンビア政府とＥＬＮとの正式な和平交渉を開始することに合意したことが発表さ

れた。この合意においては，２月２日にＥＬＮの人質となっているオディン・サンチェス

元国会議員が解放されるとともに，同日，エクアドルにおいて複数のＥＬＮ兵の恩赦が実

施されるとされた。 

 

５ 汚職対策の強化 

 ２１日，行政監察庁，検察庁及び会計検査院の長が合同で，３機関が汚職対策のために

共同で対処する旨の発表を行い，２３日，汚職対策のための３機関によるハイレベル合同

委員会を設置した。 

 

【外交】 

１ ベネズエラによるコロンビアに対する抗議 

 ９日，ベネズエラ政府は，コロンビア政府に対して，コロンビア政府がベネズエラ側の

国境地帯において，ベネズエラ側の低価格のガソリンをコロンビア側で販売するための密

輸の阻止を拒否しているとして抗議した。また，マドゥーロ大統領は，コロンビア政府の

態度に関して，ＦＡＲＣとの和平プロセスにおけるベネズエラの支援を十分に認知してお

らず，恩知らずであると非難した。 

 

２ イベロアメリカ・サミット事務局の引き継ぎ 

 １２日，コロンビアはイベロアメリカ・サミットの持ち回り事務局をグアテマラに引き

継いだ。引き継ぎ式は，両国の担当次官により行われた。 

 

３ シュタインマイヤー・ドイツ外相の当国訪問 

 １３日，シュタインマイヤー・ドイツ外相が当国を公式訪問した。シュタインマイヤー

外相は，オルギン外相との朝食会において和平プロセスへの支持を改めて表明した。シュ

タインマイヤー外相は，サントス大統領を表敬訪問し，サントス大統領のノーベル平和賞

受賞に祝意を表し，ドイツの和平プロセスへのコミットを改めて表明した。また，ドイツ



が国連及びＥＵの信託基金に参加し，前者には５百万ユーロ，後者には３百万ユーロの出

資をしたこと，ＯＡＳによる和平プロセス・ミッションを支援していること，及び地雷除

去及び社会統合に関する支援を行っていることを説明した。 

 また，シュタインマイヤー外相は，メタ県にあるＦＡＲＣ集住地域の一つを視察したほ

か，コロンビア・ドイツ和平研究所の開所式に出席した。同研究所は，和平に関する調査，

教育及びコンサルティングを行う。 

 

４ サントス大統領の世界経済フォーラム出席 

 １８～１９日，サントス大統領は，第４７回世界経済フォーラム（ダボス会議）に出席

するため，スイスを訪問した。１８日，サントス大統領は，シュワブ会長よりグローバル

政治家賞を受賞した。同賞の受賞理由は，コロンビアにおける和平合意の達成であった。

ダボス会議において「コロンビア和平構築」のセッションが設けられ，サントス大統領は

「世界経済フォーラムを含む国際社会の支援が，和平プロセスにおける進展の達成におい

て決定的な要素であった」と述べた。また，サントス大統領は，ロイトハルト・スイス連

邦大統領と会談し，コロンビア・ＥＦＴＡ（アイスランド，リヒテンシュタイン，ノルウ

ェー及びスイス）自由貿易協定の枠組みにおける貿易の深化等につき協議した。１９日，

サントス大統領は，コロンビアにおける投資に関する企業家との会合等に出席した。 

 

５ オルギン外相のエクアドル訪問 

 １９日，オルギン外相はエクアドルを訪問し，ロング・エクアドル外相と会談し，５回

目の両国間の合同閣議に向けて協議した。また，両国の国防相を交えた会合も開催され，

レストレポ政府側ＥＬＮ和平交渉団長も参加した（当館注：政府側交渉団長は，当初発表

時から何度か変更されている。現団長は，国際熱帯農業研究センター（ＣＩＡＴ）理事，

元農業大臣）。 

 

６ オルギン外相のペルー訪問 

 ２０日，オルギン外相はペルーを訪問し，ルナ・ペルー外相と会談し，第三回合同閣議

に向けて協議した。 

 

７ オランド・フランス大統領の当国訪問 

 ２２～２４日，オランド・フランス大統領が当国を公式訪問した。トゥーレーヌ厚生大

臣及びベル上院議長等が同行した。 

 ２３日，首脳会談後の記者会見において，サントス大統領は，ＥＵを通じた（ポスト・

コンフリクト）基金創設及び安保理における常任理事国としてのフランスによる支援に感

謝する旨，及び和平達成のためにフランスほどの支援をしてくれた国は数少ない旨述べた。 

 オランド大統領は，訪問の目的は，コロンビアに寄り添うために，有償資金協力，無償



資金協力，欧州基金の諸協定を公表することにあった旨，また，現在という重要な時期に

物理的にフランスのプレゼンスを示すことである旨述べた。 

 ２４日，両大統領は，カウカ県カルドノにあるＦＡＲＣ集住地域を視察し，国連，政府，

ＦＡＲＣによる三者メカニズムの代表者達と会談した。 

 

８ オルギン外相の第５回ラ米カリブ諸国共同体（ＣＥＬＡＣ）首脳会合出席（於：ドミ

ニカ（共）） 

 ２４～２５日，第５回ラ米カリブ諸国共同体（ＣＥＬＡＣ）首脳会合が議長国のドミニ

カ（共）において開催され，サントス大統領の代理として，オルギン外相が出席した。オ

ルギン外相は，エルサルバドル，ドミニカ国（注：共和国ではないドミニカ国），トリニダ

ッド・トバゴ及びグアテマラの各外相と個別に会談した。 

 

９ ベネズエラによるコロンビアに対する抗議 

 ２６日，ベネズエラ政府は，コロンビア政府に対して，バルガス副大統領が行った発言

に関して抗議した。２５日，バルガス大統領は，ノルテ・デ・サンタンデール県における

無償住宅の引渡式において，ベネズエラ人が居住することがないように希望する旨の発言

をしていた。しかし，ベネズエラ政府からの抗議後，バルガス大統領は更に，「民主主義制

度の枠を越えた」として，マドゥーロ・ベネズエラ大統領を批判する発言を行った（当館

注：２月に入ってから，サントス大統領はバルガス大統領の言動に苦言を呈した）。 

 

１０ サントス大統領のペルー訪問 

 ２７日，ペルーのアレキパにおいて，コロンビアとペルーの第３回合同閣議が開催され，

サントス大統領，クチンスキー・ペルー大統領，オルギン外相，ルナ・ペルー外相はじめ，

両国の閣僚が参加した。 

 両国政府は，２０１８年までに実施すべき１２０項目の約束に署名し，その中には，国

境地帯開発プログラムのための基金，治安・防衛の２０１７年合同作戦計画，多国籍汚職

対策等が含まれていた。また，クチンスキー・ペルー大統領は，コロンビアのポスト・コ

ンフリクトにおけるアグロ・インダストリー開発への支援を提案した。 

 合同閣議において，両大統領は，太平洋同盟及びラ米における戦略的メンバーであるメ

キシコへの支援を改めて表明する旨及び太平洋同盟臨時バーチャル（テレビ会議による）

首脳会合の開催に関する宣言を発出した。 

 また，合同閣議開始時に，サントス大統領は，前日にペニャ・ニエト墨大統領と話し，

連帯及びラ米地域の団結を強化することの重要性を表明した旨述べた。 

 

１１ オルギン外相のＵＮＡＳＵＲ臨時外相会合出席（於：エクアドル） 

 ３１日，エクアドルにおいて南米諸国連合（ＵＮＡＳＵＲ）臨時外相会合が開催され，



オルギン外相が参加した。同会合では，任期が終了するサンペール事務局長による報告書

が発表された。オルギン外相は演説において，ＵＮＡＳＵＲにおける薬価情報共有のため

のプラットフォームが構築されたことの意義について述べた。 

 

１２ バコバ・ユネスコ事務局長の当国訪問 

 ３１日，バコバ・ユネスコ事務局長が，ボゴタ商工会議所主催のノーベル平和賞サミッ

トの特別賓客として当国を訪問した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


